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溝l動機謀の窃笑翻らせ

賛助会員 0順不同 ･敬称略〕
明壁 一夫

ありがとうございました

10月 1 1月 1 2月

たすけあい活動

活動時間 5 3 9 .2 5 時間 4 7 6 .5 時間 5 6 3 .5 時間

利用数 7 2件 7 3件 7 2件

弁当利用者数 2 2 7名 1 8 0名 1 8 7名

訪問介護
禾用時間 8 9 6 .5 時間 8 4 9 7 5 時間 9 3 5 .2 5 時間

禾用者数 7 7名 7 5名 7 6名

障害福祉等
サービス

禾用時間 18 3 .7 5 時間 1 9 3 .7 5 時間 1 8 7 .5 時間

禾用者数 2 4名 2 4名 2 5名

居宅介護支援 禾用者数 2 0名 19名 2 2名

デイハウスあかり 利用者延数 2 0 8名 1 9 7名 19 7名

おいで屋 参加人数 4 1 9名 2 8 7名 2 4 1名

会員数(12月15日現在)

正会員 8 7名

賛助会員 14 4名十1団体

利用会員 1 1 3名

合計 3 4 4名十1団体
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恒例の、 介護保険の利用者さんにあかりの利用についてなどをアンケートしました。
その中にヘルパーの来訪を ｢首を長くして待っている｣ ｢温かい心の様子を感じる｣ などがあり、 身体をいたわき,
るようをことの文が添えられたりするとそれぞれはそのお心に応えようと年の初めに気持ちを引き締めておりま ぶ

した。 暗いニュースばかりが報道されるこのごろですが、 前を向いて元気に活動しようと心新たをこしています。 ご

今年もよろしくお願いいたします。

バードねーピンク展(石井義金卒寿記念) 7月 7 日(月)~ 30 日(金) 70 :0 0 ~ 75 :0 0

薬しい書道習作展･大竹鑿雲門下生 2 月 Z 日(月)~ 27 日(金) 70 :0 0 ~ 75 :0 0

森下美智子･皮革作品展 3 月 Z 日(月)~ 27 日(金) 70 :0 0 ~ 75 :0 O
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特定非営利活動法人
あ か り
責任者 竹田加津子
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(12 月 15日現在)
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。 ↑0 月 26 日、 樽水地区に引越ししてから一年、 を記念して地域の方たちと一緒に感謝まつりを行い ･

: ました。 :
: 来場者にはおいで屋キ覇製自家汁とあかり会員の心のこもったおむすびとで昼食。 :
● ●

。 手品あり、 フラダンスあり、 さおり倶楽部の自分たちで織った布でバツゲや洋服をつくって、 皆さ ･
● ●

。 んに見ていただきました。 お天気がよくなかった割に参加者もあり、 ゲームやバザゾも盛りだくさ ･

: んで大いに楽しめた↑日でした。 ｢来年も … ｣ との声もあり、 さてどうなるでしょう。 :

Z O O 9 年7月 は燃え診
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流いで屋催し物 7月, 2 月, 3 月、ご案内 《月曜~ 金曜/ 70時から75時までオーヌン》
● 展示 (最終日/ 1 4 時まで)
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10 月 活動報告 ' 11月 活動報告 12 月 活動報告

3 金 定例会(運) 3 月 ガス工事 4 木 常滑市福祉関係合同会議(市)

6 月 運営企画会議･担当者会議(訪) 5 水 運営企画会議･税理士来訪 5 金 デイ担当者会(通)･運営企画会議

7 火 食事担当定例会(通) 7 金 デイ定例会(通) 9 火 情報公表の訪問調査(訪)

8 水 健康日本2 1推進連絡会(市) 10 月 担当者会議(訪) デイ食事担当者会(通)

9 木 運営委員会 1 1 火 デイ食事定例会(通) 社協との打ち合わせ

15 水 バザー部会(地) 12 水 地域ケア会議(市) 10 水 運営委員会

17 金 ケアマネ部会･自立支援協議会作業部会 女と男のつどい実行委員会(市) 1 1 木 日本福祉施設士会セミナー(11･12日)

18 土 研修会(訪) ← 13 木 運営委員会 14 日 講演会｢良い聴き手になるために｣

2 1 火 バザー部会(地) 15 土 研修会(訪) 16 火 第 3回理事会

2 3 木 臨時運営委員会(まつり) 17 月 おいで屋世話入会 22 月 休み ~ 1月 6 日(おいで屋)

24 金 担当者会議(訪) 2 0 木 第1回自立支援協議会(市) 担当者会議(訪)

2 5 土 まつり準備 2 1 金 子育て支援協議会(市) 2 5 木 加古社労士との会議

2 6 日 あかり感謝まつり 26 水 ヘルパー部会(市) アルト2号納車･貸与車契約(社協)

3 1 金 社労士との会議 2 7 木 うたの広場(おいで屋)･担当者会議(訪) 2 6 金 情報公表の訪問調査(居宅･通所)

情報公表資料提出(介護保険) ボランティア講座受講者来訪(市) 社協より貸与車納車

2 8 金 サポートちた団体交流会･理事会 2 7 土 大掃除(午前中)

検便 (27 ･28日) 休み~ 1月4日(事務所)

2 9 土 移動研修会(た) 2 9 月 事務所休日

30 "火 事務所休日･休み~ 1月 4 日(通所)

裏 . 毬



おかげさまで …

地域たすけあいの会 ｢あかり｣ の発起人代表であり、 NPO 法人あかりの初代代表。 そして現在も理事
として会のことを見守ってこられた水上規子さんが平成 20年↑2月 28 日にご逝去されました。
倦年前の平成 8年の立ち上げの時、水上さん宅の離れに入りきれない位にいっぱいの人たちが何度も
集まったこと、 そしてその時の熱気が昨日のことのように思い出されます。
ここから、 ｢この古い風習の根強い常滑に『困ったときはお互いさま』の精神で、 活動者も利用者も賛
助者も対等という考えで『街に小さな灯 (あかり) を灯しませんか』を合言葉に有償のボランティアゲ
ル･ノプが産声を上げました。｣ (↑0周年記念誌 ｢楽しかった↑0年、 ありがとう｣ 水上規子 より)
その後は規子さんの広い視野と前向きにリ･一ドしてくださることに、夢 ･希望を見失うことなく安心

してついてくることができました。 それと同時にひとりひとりの様子を瞬時に捉え、温かい心配りと言
葉をかけることを忘れない姿勢に多くのものを学ばせていただきました。おいで屋での姿に慰めや安ら
ぎを感じられた方も多いのではないでしょうか。
ご自分の病にも前向きに立ち向かわれ、ご家族の温かさあふれるお気持ちにも支えられひとつの道を
まっすぐに歩かれた姿勢は私たちの心にいつまでも勇気を与えてくださるものです。心から敬意と感謝
を申し上げ、 ご冥福をお祈りいたします。
時代は高度経済、バブル、その果ての現在の格差と貧困の広がっている現状を経験しています。今こ
そ ｢困ったときはお互いさま｣ の気持ちでどうしたら心の通い合う社会が取り戻せるのかを考えていく ‘
時代になってきているように思います。 あかりは当初からの理念のもとに↑3 年余りの活動を続けてき
ました。この信頼を礎にこれからも足元の小さな問題を市民の問題としてひとつずつ考えていきたいと
思います。それにはまず、地域の人と人とのコミュニケーションと、行政やその他機関と問題を共有し、
連携して考え合えるしくみをつくることが大切ではないでしょうか。
あかりは今後とも安心して暮らせる街づくりのために努力していきます。本年もよろしくお願いいたし
ます。
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離す二薹鬱、
円 月 27 日 (木) おいで屋で ｢うたの広場｣ を催しました。

キ鱗 表

いつものように和菓子倶楽部の人たちお手製のお菓子とお抹茶で楽しみ
ました。 ばすてるは一との三味線の音に踊りも飛び出し、今回はなんとも

にぎやかなうたの広場でした。

られまたを約束して、 ほのぼのとした気持ちで帰りました。

代表 竹田 加洋子
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保育園か効招待授け“

↑ 2 月乍 6 日ヂイハウスあかりでは、 窓をクリスマスムードで飾られた地元の西浦比保育園か
X" らの招待を受けて、 みんなでお邪魔してきました。 小さなかわいい手を揃えての挨拶に、 思わ

ず受けての顔もほころびます。
ゲナムをしたりお遊戯などの発表を見せてもらったりと、 楽しい時間を過ごしました。
ゲゾムに参加して、 ご褒美に子どもたちからレイを掛けてもらったり、 発表に真剣に取り組ん

でいる姿に見ているこちらも引き込まれ、応援してしまいました。 ｢また来てね｣ の言葉に兄送

、蝋魂憾麟轉ぬ馨箋蝨 常滑市社会福祉協議会から‘ズキ'でし'トを貸していただけをとになり
　

　 　
　　　　　　　　　　　“〆 * ました (3年契約で、以後の期間延長は協議し決定する)。
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(株) I博軟 の開発商品の意見依頼を受けて、 3 名の会員で入浴用品につ
こま l

いて、既製品と開発品への動作実演や意見、要望を提言しました。
r‐ ;〉 " ふき

　

ヂイで入浴介助をしている立場から、またケアマネとして利用者の要望 "

を開く機会が多い立場から。 そして主婦として家族介護の視点から、活発な意見が飛び交い、
日々の支援の手順や、福祉機器を利用する意義を改めて確認する良い機会となりました。
地元企業と NPO の協働で、 よい商品ができるといいですね。


